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序章 調査概要 

 

 

１．研究の目的 

 仕事中心の男性のライフスタイル及び家庭中心の女性のライフスタイルに伴う格差を是正するために

必要なこと、及び多様なライフステージに対応した職場環境作りと家庭生活環境作り分析モデルを考えて、

望ましいワーク・ライフ・バランスの多様性を考察し、選択肢が拡大する社会へ向けた変革を目指すことを

目的としている。そのために、男性の就業履歴（仕事特性、仕事や家庭への考え方）、家庭内環境（子育

て、家事分業、親子、夫婦関係）と育児・子育て参加の関係について明らかにする。 

 

２．研究の方法 

（1）期間 

平成 22年 2月～平成 22年 3月 

（2）データの収集方法 

   C社調査会社のインターネット会員に対するWEB調査 

個人が特定できないように、調査会社は、ナンバリングされたデータのエクセル表および集計概

要のみを納入。 

収集したデータ結果の収集したデータは、個人情報の取り扱いや保管など、厳重に注意をし

ている。 

（3）対象者の条件 

本調査は、12歳以下の子どもがいる 25歳～45歳の有配偶、共働きの男性を対象としてい

る。対象者は関東甲信越地方（70%）、北陸地方、東海地方（両方で 30%）のいずれかに居

住している。 

   回答者数：1817 名 
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